様式第１号（第４条関係）
福井市認知症の人にやさしいお店等認定申請書

　　　年　　月　　日
福井市長　西行　茂　様
　
　　　　　　　　　　　　　　　申込者　所在地　
名　称

代表者　　　
　　　　　　　　　　　　
福井市「認知症の人にやさしいお店等」認定事業実施要綱第４条の規定により、下記のとおり申請します。

記
	種別
	· 認知症の人にやさしいお店（店舗、事業所、団体等）
· 認知症にやさしいまちづくり協力事業所（介護サービス事業所、医療機関等）
キャラバン・メイト数:    　名／キャラバン・メイト氏名（　　　　　　　　　）

	事業所名
	

	業種
	

	所在地／電話番号
	〒
℡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	取組内容
	□　「３つのない」と「対応の７つのポイント」※１を意識し対応します
□　認知症サポーター養成講座の受講等、認知症への理解を深めるよう努めます
□　認知症への理解を深める取り組みに可能な限り協力します
（PRできる取り組みがあれば具体的に記載）



	認知症サポーター養成講座
	希望する（３名以上で申し込み）・希望しない・既に実施（令和　年　月）※２

	掲載
	　□　市ホームページ等へ掲載希望※３　　　□　掲載を希望しない

	ＨＰアドレス
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	事業所担当者
	（所　属）
（氏　名）
	（連絡先）　　　　　　　　　　　　
（メール）

	包括記載欄

	圏域包括
	（包括名）　　　　　　包括
（受付者）
	（事業所に対する包括の主な取組）
□　認知症サポーター養成講座の実施
□　その他（　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　）


※１「３つのない」「対応の７つのポイント」申請書の裏面参照
※２　市のホームページには「事業所名」「業種」「所在地／電話番号」「HPアドレス」欄に記入した内容を掲載する
認知症の人への接し方
認知症の人も一般の人とのつきあいと、基本的には変わりません。そのうえで、認知症の人と接するときは、認知症についての正しい理解に基づく対応が大切となります。

認知症の人への対応の心得　３つの「ない」
１驚かせない　２急がせない　　３自尊心を傷つけない
具体的な対応の７つのポイント
①まずは見守る
認知症と思われる人に気づいたら、本人や他の人に気づかれないように、一定の距離を保ち、さりげなく様子を見守りましょう。近づきすぎたり、ジロジロと見るのは禁物です。
②余裕をもって対応する
こちらが困惑や焦りを感じていると、相手にも伝わって動揺させてしまします。自然な笑顔で対応しましょう。
③声をかけるときは１人で

複数で取り囲むと恐怖心をあおりやすいので、できるだけ１人で声掛けを行います。
④後ろから声をかけない
一定の距離で宛ての視野に入ってから声をかけます。唐突な声かけは禁物です。
⑤相手の目線に合わせてやさしい口調で
小柄の人の場合は、身長を低くして目線を同じ高さにして対応します。
⑥穏やかに、はっきりと
高齢者は声が聞こえにくい人が多いので、ゆっくりとはっきりとした活舌を心がけます。早口、大声、甲高い声までまくしたてないこと。　
　
⑦相手の言葉に耳を傾けてゆっくり対応する
認知症の人は急がされるのが苦手です。同時に複数の問いにこたえることも苦手です。
相手の反応を伺いながら会話をしましょう。
